
名称 グルコシルセラミド [英]Glucosylceramide [学名]－

概要 グルコシルセラミドは、細胞膜の構成成分として分布するスフィンゴ糖脂質。スフ

ィンゴ糖脂質は、分⼦内にスフィンゴイド塩基、脂肪酸、糖を含む化合物の総称

で、構成しているスフィンゴイド塩基、脂肪酸、糖の組み合わせの違いにより、多

くの分⼦種が存在している。糖としてグルコースが⼀つ結合したものがモノグルコ

シルセラミドである。動物のあらゆる組織中に存在し、植物や真菌に含まれている

スフィンゴ糖脂質は、多くがグルコシルセラミドである。コメ、トウモロコシ、⻨

類、⾖類、こんにゃく、キノコ類、ビートなどの植物由来や酵⺟由来のグルコシル

セラミドが、サプリメントの原材料に利⽤されているが、その化学的な構造は由来

する原料によって異なる。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

■特定保健⽤⾷品

・グルコシルセラミドを関与成分とし、「肌が乾燥しがちな⽅に適する」保健⽤途

の表⽰が許可された特定保健⽤⾷品がある。

成分の特性・品質

項 ⽬ 内 容



主な成分・性質 ・スフィンゴイド塩基のアミノ基に脂肪酸が結合したセラミドに、グルコースがβ-

グリコシド結合したスフィンゴ糖脂質 (32) 。消化管内でグリコシド結合が加⽔分

解を受け、さらにセラミドの⼀部はスフィンゴイド塩基と遊離脂肪酸に分解される

が、グリセロ脂質に⽐べると消化吸収されにくい (101) (PMID:5701698) 。また

植物由来のスフィンゴイド塩基は動物由来に⽐べて吸収率が低く、⽣体内でセラミ

ドに再合成されるのはごく⼀部であることが⽰唆されている (PMID:20211933) 。

分析法 ・コムギ、トウモロコシ、コメ由来のグルコシルセラミドをHPLC-ELSDによって分

析した報告がある (2002188345) （103）。

・トウモロコシ、コメ (PMID:20431959) (PMID:20513973) 、マイタケ、ナマ

コ (PMID:20513973) 由来のグルコシルセラミドをHPLC-MS/MSによって分析し

た報告がある。

有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 RCT

・肌荒れやかゆみの⾃覚がある健康な成⼈83名 (試験群41名、平均40.6±9.1歳、

⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、こんにゃく由来

グルコシルセラミド1.8 mg/⽇含有飲料を12週間摂取させたところ、経表⽪⽔分蒸

散量について頬部で減少、背部で増加抑制が認められたが、前腕部では影響が認め

られず、また、⾃⼰評価による腕のかゆみの減弱が認められたが、顔、脚では影響

は認められなかった (2009089174) 。

・肌荒れの⾃覚がある健康な成⼈157名 (試験群79名、平均39.7±9.5歳、⽇本) を

対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、こんにゃく由来グルコシ

ルセラミド1.8 mg/⽇含有飲料を12週間摂取させたところ、肘部、⾜背部の経表⽪

⽔分蒸散量の減少が認められたが、頸部、上背部では影響は認められなかった

(2011215033) 。

＜その他＞

・健康な⼈において、⽶胚芽、パイナップル由来グルコシルセラミドの摂取により

経表⽪⽔分蒸散量など肌に関連する指標の変化を認めた報告がある (2014086609)

(2016059132) 。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=5701698&dopt=Abstract
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http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=20513973&dopt=Abstract
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